
北海道大学大学院国際広報メディア・観光学院博士論文に係る評価基準 

 

1． 基本要件 

(1) 博士の学位を受ける者は、北海道大学大学院ディプロマ・ポリシー及び国際広報メディア・観光

学院ディプロマ・ポリシーが求める学力、能力、資質を備えていることを十分に示す必要がある。 

(2) 博士論文は、学術的価値と高い独創性を有するものでなければならない。 

(3) 博士論文は、申請者自身の単著とし、その内容が本人以外の著書、論文、研究発表などの独自性

やアイディアを意図的に侵害してはならない。 

(4) 博士論文は、著作権、肖像権その他の正当な権利を侵害してはならない。 

(5) 博士論文は、「北海道大学における科学者の行動規範」に則って適正に行われた研究に基づき作

成されたものでなければならない。 

 

2． 論文の構成 

 博士論文は、次の要件を満たす構成とする。 

(1) 論文の題目が研究内容を適切に表していること。 

(2) 研究の背景が明確に記述され、研究目的が合理的かつ明快に示されていること。 

(3) 研究内容についての先行研究が整理されて示されていること。 

(4) 研究方法が再現可能な内容で記述されていること。 

(5) データや資史料などの改ざんや意図的な修正がない結果が明確に示されていること。 

(6) 目的に対応した結論が明確に示されていること。 

(7) 参考文献が一定の基準に沿って列挙されていること。 

(8) 論文全体の構造が合理的であり、冗長でないこと。 

 

3． 論文の内容 

 博士論文は次の内容を満たすこととし、審査の際に評価する。ただし、重視する項目の選択や項目

の追加は、審査委員会に一任される。 

(1) 当該分野における国際水準の学術的価値を有すること。学術的価値とは、①未知の事象・事物・

法則性の発見や解明、②新たな分析方法や理論の構築や提示、新たな解釈や概念の提示などを指

す。 

(2) テーマが先行研究を踏まえて選択されており、当該分野の学会においても評価が得られることを

予備論文によって示していること。 

(3) 研究内容についての先行研究を十分確認していること。 

(4) 研究目的を実現するために妥当な研究方法が選択されていること。 

(5) 文献調査やフィールド調査の結果や先行研究を参照した上で、目的に沿った論理的な考察や議論

が十分なされていること。 

(6) 考察が結果の記述や整理に終わらず、学術的価値につながる議論と論述がなされていること。 

(7) 以上を表現する言語表現が論理的であり、内容は根拠に基づいて記述されていること。 

博士 



北海道大学大学院国際広報メディア・観光学院修士論文に係る評価基準 

 

1． 基本要件 

(1) 修士の学位を受ける者は、北海道大学大学院ディプロマ・ポリシー及び国際広報メディア・観光

学院ディプロマ・ポリシーが求める学力、能力、資質を満たすと認められる必要がある。修士論

文は、これらの能力を修得したことを、明瞭かつ平明な文章で示すものでなければならない。 

(2) 修士論文は、申請者自身の単著とし、その内容が本人以外の著書、論文、研究発表などの独自性

やアイディアを意図的に侵害してはならない。 

(3) 修士論文は、著作権、肖像権、その他の正当な権利を侵害してはならない。 

(4) 修士論文は、「北海道大学における科学者の行動規範」に則って適正に行われた研究に基づき作

成されたものでなければならない。 

 

2． 論文の構成 

 修士論文は、次の要件を満たす構成とする。 

(1) 論文の題目が研究内容を適切に表していること。 

(2) 研究の背景が明確に記述され、研究目的が合理的かつ明快に示されていること。 

(3) 研究内容についての先行研究が整理されて示されていること。 

(4) 研究方法が再現可能な内容で記述されていること。 

(5) データや資史料などの改ざんや意図的な修正がない結果が明確に示されていること。 

(6) 目的に対応した結論が明確に示されていること。 

(7) 参考文献が一定の基準に沿って列挙されていること。 

(8) 論文全体の構造が合理的であり、冗長でないこと。 

 

3． 論文の内容 

 修士論文は次の内容を満たすこととし、審査の際に評価する。ただし、重視する項目の選択や項目

の追加は、審査委員会に一任される。 

(1) 研究内容や方法に新規性や独創性があること。 

(2) 研究内容についての先行研究を十分確認していること。 

(3) 研究目的を実現するために妥当な研究方法が選択されていること。 

(4) 文献調査やフィールド調査の結果や先行研究を参照した上で、目的に沿った論理的な考察や議論

が十分なされていること。 

(5) 以上を表現する言語表現が論理的であり、内容は根拠に基づいて記述されていること。 
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